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こ
れ
は
、
エ
ド
ワ
ー
ド
・
ザ
イ
ド
ラ
ー
著
、
大
塚
恭
男
訳
の
「
医

学
史
の
旅
〈
パ
リ
〉
」
に
わ
ず
か
一
行
だ
け
紹
介
さ
れ
て
い
る
が
、

一
八
九
○
～
一
八
九
五
年
画
家
尿
○
口
国
囚
吊
ご
号
巴
目
、
ｏ
貝
‐

鴨
○
耐
に
よ
っ
て
描
か
れ
た
フ
レ
ス
コ
大
壁
画
で
あ
る
。
し
か
し

こ
の
画
家
が
い
か
な
る
意
図
を
も
っ
て
医
学
史
上
の
巨
匠
と
い
わ

れ
る
一
体
誰
を
、
ま
た
ど
の
よ
う
に
描
い
て
い
る
の
か
は
、
こ
の

画
家
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
を
も
含
め
今
ま
で
全
く
不
明
の
ま
ま
で
あ

っ
た
。

大
壁
画
の
前
身
は
、
旧
医
学
部
大
入
場
門
の
上
部
を
飾
る
型
閏
‐

昂
‐
印
四
月
○
尉
屏
国
匡
①
吋
作
の
浅
浮
彫
『
新
外
科
学
校
創
設
を
決

定
す
る
慈
善
伊
四
国
曾
爲
里
８
国
８
９
号
ご
扁
訂
８
易
茸
月
毎
○
国

号
の
両
８
－
①
の
号
呂
胃
昌
哩
旦
の
端
緒
と
も
な
っ
た
固
の
冒
詳
‐

シ
具
ｇ
用
の
ぎ
巴
冒
に
よ
る
『
新
外
科
学
校
創
設
を
決
定
す
る
ル
イ

26

パ
リ
大
学
旧
医
学
部
大
円
形
講
堂
に
あ
る

壁
画
に
つ
い
て

清
水
陽
人

十
五
世
Ｐ
Ｃ
日
の
〆
ぐ
ｏ
ａ
ｇ
目
昌
冨
８
房
旬
月
毎
○
口
号
の

ｉ

ｚ
ｏ
巨
く
①
馬
の
両
８
－
①
の
号
呂
時
員
唱
①
」
に
は
じ
ま
り
、
こ
れ
は
そ

の
後
フ
ラ
ン
ス
革
命
前
、
同
じ
く
Ｑ
蔚
冒
に
よ
る
三
つ
の
部
分

か
ら
な
る
フ
レ
ス
コ
大
壁
画
に
よ
っ
て
置
き
替
え
ら
れ
た
。
左
翼

は
『
祖
国
防
衛
に
捧
げ
ら
れ
た
出
血
を
止
め
る
人
々
房
酔
自
‐

Ｊ

９
ｇ
ご
①
の
四
侭
８
己
の
胃
融
煙
匿
忌
貯
ロ
、
の
号
訂
勺
煙
日
①
」
、
中

央
は
『
帝
王
の
慈
善
が
そ
の
進
歩
を
早
め
彼
等
の
熱
意
を
褒
賞
す

〃

る
岳
四
國
希
ロ
哺
凰
の
回
邑
の
①
。
巨
夛
［
○
コ
、
同
口
巨
①
ゴ
煙
雨
行
ｐ
Ｈ
の
己
Ｈ
○
ぬ
同
心
の
２

７

Ｈ
①
８
ョ
月
国
の
①
一
①
昌
園
①
一
里
、
右
翼
は
「
わ
れ
わ
れ
に
広
め
た
基
礎

、概
念
を
神
々
か
ら
受
け
継
ぐ
人
々
扁
扁
口
月
昌
号
の
皀
呂
×
一
隅

頁
冒
Ｑ
月
の
目
）
房
ロ
Ｏ
５
Ｏ
ｐ
耳
国
己
の
目
尉
』
で
あ
り
、
一
八
六
四

年
ま
で
約
八
○
年
に
わ
た
っ
て
大
講
堂
の
壁
画
と
し
て
飾
ら
れ
て

き
た
。
し
か
し
ま
た
こ
の
前
記
碑
文
は
、
現
実
の
壁
画
を
前
に
見

る
者
と
し
て
そ
の
場
に
立
っ
た
者
な
ら
ば
読
ま
ざ
る
を
得
な
い
も

の
で
あ
る
が
、
こ
の
中
の
登
場
人
物
は
、
未
だ
に
理
解
不
明
の
ま

ま
そ
の
引
用
の
伝
説
も
謎
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
一
八
六
四
年

こ
の
Ｑ
馬
冒
に
よ
る
大
壁
画
は
、
当
時
の
美
術
大
臣
の
命
に
よ

り
画
家
冒
昌
の
冨
昌
○
具
に
託
さ
れ
、
そ
の
彼
の
描
い
た
壁
画
に

と
っ
て
替
え
ら
れ
た
。
こ
れ
も
ま
た
三
つ
の
部
分
か
ら
な
っ
て
い
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た
が
、
中
央
は
『
切
断
術
後
、
動
脈
結
紮
を
は
じ
め
て
施
行
す
る

ア
ン
プ
ロ
ア
ズ
・
パ
レ
シ
ョ
耳
昌
の
①
勺
画
融
四
℃
己
日
巨
画
昌
己
○
員
冨

冒
の
目
席
吊
さ
尉
匿
一
億
回
目
Ｈ
①
ロ
ロ
〆
胃
蔚
月
の
四
頁
①
の
匡
邑
①
画
白
己
匡
‐

言
呉
ご
己
、
左
翼
は
ミ
ラ
ノ
の
医
学
者
屈
貝
３
月
に
よ
る
講
義
場

面
『
十
三
世
紀
の
医
学
口
頭
教
育
目
①
ご
ｍ
の
億
国
①
白
の
三
○
国
屋
の
匿

目
ａ
Ｒ
旨
①
四
口
悶
冒
の
里
①
ｇ
里
、
右
翼
は
周
辺
の
学
生
に
教
え
つ

つ
ロ
①
忠
昌
合
み
ず
か
ら
考
案
し
た
大
腿
骨
骨
折
の
持
続
牽
引
包
帯

を
施
し
た
患
者
の
脈
を
と
っ
て
い
る
臨
床
場
面
『
十
八
世
紀
の
臨

床
教
育
Ｆ
》
の
口
の
の
両
自
①
日
①
昌
匡
目
目
①
四
匡
〆
ぐ
昌
の
囚
①
ｇ
①
」
で
あ

る
。
し
か
し
こ
の
旨
胃
○
員
の
絵
は
、
一
八
八
九
年
十
月
十
五
日
の

大
火
災
に
よ
っ
て
消
失
し
た
。

画
家
画
○
口
侭
の
○
厨
は
、
一
八
四
二
年
ｚ
９
①
厨
（
Ｑ
①
吋
日
○
貝
‐
罵
門
‐

国
且
の
北
約
一
三
○
キ
ロ
）
で
出
生
。
一
八
六
一
年
美
術
学
校
入

学
。
一
八
六
三
年
ロ
ー
マ
賞
（
美
術
、
建
築
、
音
楽
の
分
野
で
、
入
賞

者
に
は
ロ
ー
マ
留
学
の
特
典
が
あ
っ
た
）
二
等
賞
を
受
賞
し
て
い
る
。

一
方
こ
の
フ
レ
ス
コ
大
壁
画
は
、
「
国
届
弓
○
男
同
ロ
国
間
Ｐ

冨
国
口
国
ｇ
雪
厘
と
題
さ
れ
、
古
今
東
西
の
医
術
に
因
ん
だ
五
十
六

名
の
学
者
、
医
師
、
生
理
学
者
の
集
合
を
明
解
な
姿
で
表
現
し
た

も
の
で
あ
り
、
人
物
を
通
し
て
医
学
の
歴
史
を
辿
り
な
が
ら
年
時

的
移
推
を
さ
ま
た
げ
な
い
よ
う
、
ま
た
絵
画
的
美
し
さ
を
も
そ
こ

な
う
こ
と
な
く
各
群
像
が
描
か
れ
て
い
る
。
当
時
の
日
刊
新
聞
序

の
巳
巴
紙
は
以
下
の
よ
う
に
論
評
し
て
い
る
『
：
．
…
要
は
、
こ
の
非

常
に
異
っ
た
当
時
の
服
装
を
ま
と
っ
た
ち
ぐ
は
ぐ
な
歴
史
上
の
登

場
人
物
の
集
合
が
、
巧
み
に
按
配
さ
れ
、
移
り
変
っ
て
ゆ
く
中
で
、

こ
の
一
人
の
画
家
が
完
壁
な
ま
で
に
そ
の
む
ず
か
し
い
微
妙
な
調

和
を
保
ち
続
け
た
点
に
注
目
す
る
な
ら
ば
、
こ
れ
は
こ
れ
で
十
分

な
こ
と
だ
と
言
え
る
。
し
か
し
残
念
に
思
う
の
は
、
こ
の
集
合
の

中
で
女
性
の
顔
が
一
人
も
見
え
な
い
こ
と
で
あ
る
…
…
た
と
え
ば

一
人
の
美
し
い
女
性
ｚ
ｏ
ぐ
①
辰
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
・
・
・
…
』
（
一
八

九
五
年
十
一
月
十
二
日
）

今
回
は
、
こ
れ
ら
壁
画
を
中
心
に
ス
ラ
イ
ド
で
見
な
が
ら
、
五

十
六
人
の
巨
匠
と
そ
の
関
係
、
ま
た
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
以
来
、
医
学

の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
「
こ
う
の
と
り
」
の
楯
形
紋
の
下
に
刻
ま
れ

た
八
枚
の
大
医
学
校
の
歴
史
的
地
名
、
寓
話
的
に
添
え
ら
れ
た
八

種
の
薬
用
植
物
等
に
つ
い
て
述
べ
る
。

（
新
潟
市
）


